
狂言・乱能公演 「伝統と新奇」

の開催について 

 

 

 

令和３年１２月２日 

静岡文化芸術大学 事務局 

【電話】053-457-6105（地域連携室） 

 

本学では 2001年以来、学生が企画・運営の中心となって、毎年 10月に「薪能（たきぎのう）」公演を実

施し、これまで 19 回に渡り、多くの市民の皆様に「能」や「狂言」をお楽しみいただいてきました。しか

しながら記念すべき第 20 回目の開催を目前に、新型コロナウイルス感染症の影響で昨年と今年は一般の

来場者を迎えての公演は中止・延期をせざるを得ない状況となりました。 

そこで、「薪能（たきぎのう）」公演の代替企画として、学内者限定の公演ではありますが、いつもとは

趣向を変えた「狂言」と「乱能 1」の公演を実施する運びとなりました。一般の方には観覧いただけません

が、この公演の様子は映像にまとめ、後日一般公開する予定です。出演者はプロの狂言師と能楽師、そし

て SPAC（公益財団法人静岡県舞台芸術センター）俳優の皆様です。つきましては、学生たちの新しい取り

組みをぜひ取材くださいますよう、よろしくお願いします。 

 

狂言・乱能公演 「伝統と新奇」（観覧は学内関係者のみ・後日オンデマンド配信） 

 
<開催概要> 

【日時】2021年 12月 6日（月曜日）午後 6時 10分から午後 8時 30分（開場：午後 5時 45分から） 

【場所】静岡文化芸術大学 講堂 

【対象】本学の学生・教職員のみ 

【参加費】無料                            ←大学公式 HP 

【定員】150名（報道機関様にはご観覧いただけます）           イベント紹介ページ 

【演目】第一部 狂言「因幡堂」 

出演 井上松次郎（狂言方和泉流）、鹿島俊裕（狂言方和泉流、佐藤融（狂言方和泉流） 

第二部 乱能狂言「梟山伏」 

出演 梅若猶彦（観世流シテ方）、舘野百代（SPAC 俳優）、梅若長左衛門（観世流シテ方） 

井上松次郎（狂言方和泉流） 

第三部 アフタートーク 

出演 梅若猶彦、井上松次郎、泉雅一郎（観世流シテ方）、館野百代 

 

連動企画 展覧会「あなたもお能を見たくなる 能楽ことはじめ」（一般来場可能） 

【会期】2021年 11月 29日（月曜日）から 12月 8日（水曜日）  注：土・日は休み 

【開場時間】午後 12 時 10 分から午後 6時 30分 

【場所】総合演習室 

 

【企画】静岡文化芸術大学 薪能プロジェクトチーム（指導：芸術文化学科 教授 梅若 猶彦） 

【問合せ】静岡文化芸術大学 地域連携室 

Tel. 053-457-6105（平日午前 9時から午後 6時） 

E-mail:chiiki@suac.ac.jp 

静岡文化芸術大学 
                                                   
1 「乱能」＝能楽師が自分の専門以外の役を演じる能公演。 

mailto:chiiki@suac.ac.jp
http://www.suac.ac.jp/


ポスターデザイン：阮偉銘
主催・運営：静岡文化芸術大学 薪能学生プロジェクトチーム 



ご
挨
拶

乱
能
に
つ
い
て

　
乱
能
と
は
能
楽
師
が
自
分
の
専
門
以
外
の
役
を
演
じ
る

能
公
演
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
乱
能
の
歴
史
上
の
成
立
に

関
し
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
専
門
性
が
あ

る
程
度
制
度
化
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
そ
れ
以
前
で
は
既

成
の
制
度
を
無
視
す
る
こ
と
が
テ
ー
マ
で
あ
る
乱
能
の
意

義
も
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
能
（
猿
楽
）
の
制

度
化
は
秀
吉
か
ら
始
ま
り
、
江
戸
幕
府
の
式
楽
で
完
結
し

て
い
ま
す
。

　　
現
在
で
も
、
シ
テ
方
が
狂
言
方
の
専
門
で
あ
る
狂
言
公

演
に
出
演
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
シ

テ
方
の
異
流
共
演
も
許
さ
れ
て
な
い
の
が
現
状
で
、
こ
れ

は
狂
言
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。
乱
能
と
は
能
楽
師
が
厳

格
な
制
度
か
ら
解
放
さ
れ
、
安
心
し
て
下
手
な
演
技
や
間

違
っ
て
も
お
咎
め
も
な
い
、
い
わ
ば
カ
オ
ス
公
演
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
「
梟
山
伏
」
に
は
ゲ
ス
ト
と
し
てSPAC

俳
優

の
舘
野
百
代
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
古
典
が

現
代
劇
の
俳
優
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら

に
乱
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

　
乱
能
公
演
が
実
現
し
た
の
も
、
こ
の
ご
時
世
の
な
か
、
薪

能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
学
生
が
絶
え
間
な
い
努
力
を
し

て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。
能
楽
の
普
及

に
貢
献
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

    

梅
若
猶
彦
（
う
め
わ
か 

な
お
ひ
こ
）

能
楽
観
世
流
シ
テ
方
。
昭
和 

３
３ 

年(

１
９
５
８)

年
大
阪
府
生
ま
れ
。
５
６ 

年
上
智
大
学
外
国
語
学

部
卒
業
。
平
成
７
年
ロ
ン
ド
ン
大
学
ロ
ー
ヤ
ル
ホ
ロ

ウ
ェ
イ
校
博
士
課
程
修
了
、Ph.D

.

。
伝
統
を
追
求

す
る
一
方
で
、
新
作 

能
や
現
代
劇
に
も
取
り
組

む
。
著
書
に
『
能
楽
へ
の
招
待
』(

岩
波
新
書) 

な

ど
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
客
員
教
授
を
経
て
、
静
岡
文
化

芸
術
大
学
教
授
、 

慶
應
義
塾
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー

非
常
勤
講
師(

２
０
２
１ 

年
９
月
現
在)

。

Q

 

「
因
幡
堂
」
「
梟
山
伏
」
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
と

し
て
の
見
ど
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q

&A

A　
ま
ず
《
狂
言
》
と
は
、
日
本
最
古
の
古
典
喜

劇
で
あ
り
人
間
ド
ラ
マ
と
云
え
ま
す
。
身
近
に

巻
き
起
こ
る
「
無
さ
そ
う
で
在
り
そ
う
な
」
ま

た
「
在
り
そ
う
で
無
さ
そ
う
な
」
騒
動
を
、
や

や
誇
張
表
現
し
て
面
白
可
笑
し
く
描
い
て
い
ま

す
。 

 

日
々
の
暮
ら
し
に
於
い
て
何
か
と
抑
圧
や
制

約
の
あ
っ
た
成
立
当
時
（
室
町
期
）
、
身
分
格

差
や
夢
物
語
な
ど
か
ら
派
生
す
る
風
刺
や
教
訓

が
盛
り
込
ま
れ
た
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

笑
い
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
生
む
に
は
、
〔
立
場
・

優
劣
の
逆
転
〕
〔
無
知
・
無
教
養
〕
〔
一
人
よ

が
り
・
エ
ゴ
イ
ズ
ム
〕
な
ど
が
そ
の
要
素
と
な

り
得
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
『
因
幡
堂
』
は
《
夫

婦
》
に
巻
き
起
こ
る
騒
動
で
す
。
妻
に
不
満
を

持
つ
男
が
三
行
半
（
み
く
だ
り
は
ん
）
（＝

離

縁
状
）
を
突
き
付
け
て
、
自
ら
に
相
応
な
新
妻

を
求
め
て
因
幡
堂
の
薬
師
如
来
に
祈
願
す
る
と

い
う
物
語
、
つ
ま
り
〔
一
人
よ
が
り
〕
を
テ
ー

マ
と
し
て
い
る
作
品
で
す
。
男
の
淡
い
期
待
・

欲
望
が
垣
間
見
え
、
今
も
昔
も
不
変
で
身
勝
手

な
日
常
に
一
石
を
投
じ
、
身
に
つ
ま
さ
れ
ぬ
様

に
と
の
教
訓
も
秘
め
て
い
ま
す
。
因
幡
薬
師

（
平
等
寺
）
は
京
都
下
京
に
あ
り
、
基
は
病
気

の
方
に
よ
る
心
の
拠
り
所
（
特
に
癌
封
じ
）
と

し
て
信
仰
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
狂
言
に
は
こ

の
因
幡
薬
師
が
登
場
す
る
演
目
が
い
く
つ
か
存

在
し
、
そ
れ
ほ
ど
に
種
々
の
祈
念
を
仰
が
れ
て

き
た
有
益
な
寺
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

一
方
『
梟
山
伏
』
は[

立
場
の
逆
転]

が
眼
目
と

な
る
作
品
で
す
。
こ
ち
ら
は
物
怪
（
も
の
の

け
）
に
取
り
憑
か
れ
た
病
気
の
弟
に
対
し
て
賢

命
に
治
癒
を
試
み
る
《
山
伏
》
が
苦
し
み
ま
す
。

山
伏
と
は
修
行
僧
の
こ
と
。
僧
侶
は
身
分
も
高
く

保
証
さ
れ
、
狂
言
に
於
い
て
は
特
殊
な
能
力
（
神

通
力
）
を
持
ち
合
わ
せ
る
が
為
に
傲
慢
で
大
柄
な

態
度
と
い
う
前
提
で
、
軈
（
や
が
て
）
翻
弄
し
破

綻
を
招
く
と
い
う
設
定
が
庶
民
に
は
痛
快
を
誘
い

ま
す
。
本
曲
は
能
「
葵
上
」
を
軸
と
し
た
パ
ロ
デ

ィ
ー
と
も
な
っ
て
い
て
、
本
来
あ
る
べ
き
姿
（
こ

の
場
合
は
病
の
完
治
）
と
は
状
況
が
逆
行
す
る
様

が
笑
い
に
は
不
可
欠
で
あ
り
、
是
非
両
曲
を
見
比

べ
て
い
た
だ
く
も
趣
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　     

井
上
松
次
郎




Q　
能
楽
に
は
、
舞
台
様
式
が
定
ま
っ
て
い
た
り
、

演
じ
る
役
が
固
定
さ
れ
て
い
た
り
と
い
う
よ
う
な

西
洋
演
劇
に
は
な
い
要
素
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
独
特
な
要
素
を
持
つ
能
楽
の
演
劇
形
態
の

魅
力
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
教
え
て
く
だ
さ

い
。

A

Q　
今
年
度
は
狂
言
の
公
演
で
す
が
、
今
回
で
２
０
回

目
の
地
域
連
携
演
習
の
公
演
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
ど
の
よ
う
な
理
念
の
も
と
『
静
岡
文
化
芸
術
大
学
　

薪
能
』
の
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
か
。

A　
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
２
０
０

１
年
１
０
月
に
第
一
回
静
岡
文
化
芸
術
大
学
薪
能
が

始
ま
り
ま
し
た
。

開
催
の
直
前
の
一
週
間
、
私
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い

ま
し
た
。
未
だ
同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
一
ヶ
月
経
っ
て

い
ま
せ
ん
。D

IA

財
団
主
催
の’

N
oh

 su
ch

T
h

in
g as T

im
e’

能
「
屋
島
」
公
演
は
一
時
は
中

止
と
も
思
わ
れ
た
の
で
す
が
、
当
時
の
ジ
ュ
リ
ア
ー

ニ
市
長
が
能
公
演
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
で
実
現

し
ま
し
た
。
一
ヶ
月
経
っ
て
も
、D

IA

の
屋
上
か
ら

は
遠
く
貿
易
セ
ン
タ
ー
付
近
の
煙
が
見
え
た
の
で

す
。

当
時
の
薪
能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
僅
か
三
名
で

構
成
さ
れ
て
お
り
全
員
女
性
で
し
た
。
渡
米
し
て
い

た
私
は
直
接
運
営
の
指
導
を
す
る
事
が
で
き
ず
、
事

務
局
の
方
々
の
協
力
の
も
と
、
学
生
が
独
自
に
頑
張

っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
に
あ
っ
た

公
衆
電
話
で
学
生
と
話
し
合
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。

 

薪
能
の
運
営
と
言
っ
て
も
活
動
は
多
岐
に
及
び
ま

す
。
ざ
っ
と
で
す
が
、
チ
ラ
シ
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

と
全
て
の
広
報
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
発
送
、
チ

ケ
ッ
ト
販
売
と
発
送
、
電
話
応
対
、
出
演
者
へ
の
連

絡
、
仮
設
能
舞
台
の
設
営(

驚
く
べ
き
こ
と
に
３
名

の
女
子
学
生
が
ま
る
一
日
か
け
て
手
作
業
で
行
っ
て

い
た
の
で
す)

、
業
者(

照
明
音
響
等)

相
見
積
も
り
の

確
認
、
業
者
と
の
会
議
、
発
注
、
そ
れ
に
あ
る
程
度

薪
能
の
予
算
の
管
理
を
し
て
い
ま
し
た(

通
常
、
大

学
で
は
有
り
得
な
い
こ
と
で
す
）
。

  

あ
れ
か
ら
２
０
年
と
い
う
歳
月
が
経
ち
ま
し
た
。

そ
の
間
、
１
０
０
名
近
い
学
生
が
薪
能
を
通
し
て

能
の
普
及
に
貢
献
し
て
く
れ
ま
し

た
。
毎
年
１
０
月
開
催
で
し
た
の
で

夏
休
み
は
返
上
し
て
の
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
若
猶
彦

井上松次郎さん、梅若長左衛門さん、梅若猶彦先生のお三方に、
薪能プロジェクトチームからの質問にお答えいただきました！




　
西
洋
の
演
劇
は
、
表
現
を
誇
張
し
た
り
、
大
が

か
り
な
舞
台
装
置
を
使
っ
た
り
し
ま
す
。
ギ
リ
シ

ャ
で
は
、
大
勢
の
登
場
人
物
で
登
場
さ
せ
て
、
表

現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
ス
し
て
い
く
表

現
方
法
で
す
。

 

能
は
能
舞
台
と
い
う
限
ら
れ
た
空
間
で
、
演
じ
ら

れ
ま
す
。
舞
台
装
置
も
作
り
物
と
い
う
簡
素
化
さ

れ
た
物
を
使
い
ま
す
。
様
式
化
さ
れ
た
型
で
表
現

し
ま
す
。
登
場
人
物
も
最
小
限
で
演
じ
ま
す
。
出

来
る
限
り
簡
素
化
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ス
の
表
現
演
出

で
す
。

 

こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
面
に
見
え
る
も
の

だ
け
で
は
な
く
、
内
面
に
深
く
存
在
す
る
も
の
を

表
現
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
若
長
左
衛
門






酒
呑
の
妻
を
持
つ
男
は
、
妻
の
留
守
中
に
離
縁
状
を
送
り
付
け
、

妻
乞
い
を
す
る
た
め
に
因
幡
堂
の
薬
師
（
仏
）
の
元
へ
行
く
。
因

幡
堂
の
薬
師
の
前
で
夜
を
通
し
て
願
掛
け
を
し
て
い
る
男
は
、
夢

の
中
で
薬
師
か
ら
の
お
告
げ
を
聞
き
、
早
速
新
妻
と
出
会
え
る
と

い
う
場
所
へ
向
か
っ
た
。
そ
こ
に
い
た
女
は
被
衣
を
被
り
な
か
な

か
顔
を
見
せ
て
く
れ
な
い
。
果
た
し
て
男
は
無
事
に
新
妻
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か…
。

因
幡
堂

梟
山
伏

弟
が
山
か
ら
帰
っ
て
来
る
と
、
様
子
が
お
か
し
く
な
っ
て
い

た
。
こ
れ
は
物
の
怪
に
取
り
憑
か
れ
た
せ
い
だ
と
考
え
た
兄

は
山
伏
の
元
へ
治
療
を
頼
み
に
行
く
。
山
伏
が
治
療
を
始
め

る
と
突
然
奇
声
を
発
し
出
す
弟
。
弟
は
無
事
に
元
に
戻
る
こ

と
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か…

。

井
上
松
次
郎（
い
の
う
え 

ま
つ
じ
ろ
う
）

能
楽
師
《
狂
言
方
和
泉
流
》

昭
和
４
６
年
生
。
四
世
故
井
上
菊
次
郎
（
祐
一
）
の
長

男
。
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
〔
日
本
能
楽

会
会
員
〕
。
尾
張
徳
川
藩
に
由
来
す
る
狂
言
方
和
泉
流

山
脇
派
井
上
菊
次
郎
家
に
生
ま
れ
、
そ
の
五
代
目
と
し

て
修
業
・
活
動
。
流
儀
秘
曲
「
三
番
叟
」
「
釣
狐
」

「
金
岡
」
「
花
子
」
な
ど
披
演
。
東
京
藝
術
大
学
音
楽

学
部
卒
業
で
能
楽
を
専
攻
、
在
学
中
は
狂
言
界
の
重
鎮
　

野
村
萬
・
野
村
万
作
両
師
の
指
導
も
受
け
た
。
演
者
と

し
て
の
公
演
活
動
の
ほ
か
、
東
海
地
方
を
中
心
と
し
た

小
中
学
校
な
ど
で
の
体
験
授
業
講
師
も
担
い
な
が
ら
、

長
男
蒼
大(

そ
う
だ
い)

・
長
女
真
珠
乃(

ま
り
の)

を
は
じ

め
後
進
の
育
成
も
務
め
る
。

鹿
島
俊
裕
（
か
し
ま 
と
し
ひ
ろ
）

能
楽
師
《
狂
言
方
和
泉
流
》
昭
和
５
０
年
生
。
佐
藤
友
彦
に
師
事
。
名

古
屋
大
学
入
学
と
同
時
に
学
生
サ
ー
ク
ル
「
名
大
観
世
会
」
に
入
部
、

狂
言
と
出
会
う
。
大
学
卒
業
と
同
時
に
狂
言
の
道
を
志
し
、
尾
張
徳
川

藩
に
由
来
す
る
狂
言
方
和
泉
流
山
脇
派
《
狂
言
共
同
社
》
に
正
式
入

門
、
本
格
的
修
業
に
入
る
。
流
儀
秘
曲
「
三
番
叟
」
「
釣
狐
」
を
披

演
。
近
年
専
業
の
道
を
志
し
、
舞
台
活
動
を
通
じ
て
経
験
と
実
績
を
重

ね
つ
つ
あ
る
。

現
職
／
（
公
社
）
能
楽
協
会
　
名
古
屋
支
部
常
議
員

舘
野
百
代（
た
て
の 

も
も
よ
）

東
京
都
出
身
。
１
９
９
１
年
水
戸
芸
術
館ACM

専
属
俳
優
、

SCO
T

を
経
て
、
９
８
年
よ
りSPAC

に
所
属
。
老
若
男
女
問

わ
ず
様
々
な
役
を
演
じ
分
け
、
長
き
に
渡
り
第
一
線
で
活
躍

し
、
国
内
外
で
様
々
な
演
出
家
と
作
品
を
創
作
し
て
い
る
。

SPAC

で
の
主
な
出
演
作
は
、
『
イ
ワ
ー
ノ
フ
』
（
演
出
：
鈴

木
忠
志
）
、
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
』
（
演
出
：
宮
城
聰
）
、

『
変
身
』
（
演
出
：
小
野
寺
修
二
）
『Rom

eo

＆Juliets

』

（
演
出
振
付
：
金
森
穣
）
等
。

佐
藤
融
（
さ
と
う 

と
お
る
）

 

能
楽
師
《
狂
言
方
和
泉
流
》
昭
和
４
４
年
生
。
佐
藤
友
彦
の

長
男
。
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
〔
日
本
能
楽
会

会
員
〕
。
祖
父
の
代
よ
り
狂
言
に
接
し
幼
少
よ
り
舞
台
を
勤

め
、
井
上
松
次
郎
（
靖
浩
）
と
と
も
に
「
狂
言
な
の
り
座
」

「
ナ
デ
ィ
ア
狂
言
」
を
主
宰
。
流
儀
秘
曲
「
三
番
叟
」
「
釣

狐
」
「
金
岡
」
「
花
子
」
な
ど
を
披
演
。

泉
雅
一
郎（
い
ず
み 

ま
さ
い
ち
ろ
う
）

観
世
流
シ
テ
方
。
１
９
５
４
年
９
月
生
ま
れ
。
大
槻
秀

夫
、
文
蔵
両
師
及
び
父
、
泰
孝
、
叔
父
、
嘉
夫
に
師

事
。
観
世
会
、
銕
仙
会
会
員
。
２
０
０
１
年
重
要
無
形

文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
認
定
。

梅
若
長
左
衛
門（
う
め
わ
か
ち
ょ
う
ざ
え
も
ん
）

 

観
世
流
シ
テ
方
。(

社)

能
楽
協
会
会
員
　
重
要
無
形
文

化
財
（
総
合
指
定
）
。
日
本
芸
術
院
会
員
二
世
梅
若
実

の
孫
。
財
団
法
人
梅
若
会
理
事
。
三
歳
よ
り
父 

日
本
芸

術
院
会
員 

故 

梅
若
恭
行
及
び
、
伯
父 

日
本
芸
術
院  

会

員 

五
五
世 

故 

梅
若
六
郎
よ
り
指
導
を
受
け
現
在
に
い
た

る
。
現 

四
世 

梅
若
実
と
は
従
兄
弟
。
２
０
１
０
年
１
２

月
梅
若
六
郎
家
筆
頭
分
家
名
　
梅
若
長
左
衛
門
を
襲

名
。 

成
城
大
学
に
て
民
俗
学
を
専
攻
（
日
本
に
お
け
る

仮
面
成
立
の
研
究
に
取
り
組
む
）



十
二
月
六
日(

月)

狂
言
公
演薪

能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
１ 

特
別
企
画

と
き
　
　
令
和
３
年
十
二
月
六
日(

月)

　
十
八
時
十
分
開
演

と
こ
ろ
　
静
岡
文
化
芸
術
大
学
　
講
堂

狂
言

因
幡
堂

井
上
松
次
郎
　
　

男女

鹿
島
　
俊
裕




後
見

佐
藤
　
融

狂
言

梟
山
伏

山
伏

梅
若
　
猶
彦

弟

梅
若
　
長
左
衛
門

兄

舘
野
　
百
代

(

休

憩

十
分

)

ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク

梅
若
　
猶
彦

井
上
松
次
郎

泉
　
雅
一
郎

舘
野
　
百
代

照
明
・
音
響 −

 P
@

tch
-cod

e

撮
影 −

 K
&

K
 C

om
p

an
y

主
催
・
運
営 −

 

静
岡
文
化
芸
術
大
学 

薪
能
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

後
見

井
上
松
次
郎

狂
言
公
演 
「
伝
統
と
新
奇
」
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